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ヨーロピアン・アストロノミカル・ソサエティ（EAS）は毎年ヨーロッパ各地で定期的
な年次総会を開催しています。今回はポーランドのクラクフで開催されました。以下で
は、その総会の内容と私のヨーロッパへの渡航について報告いたします。
今回の渡航に際して、ウィーン大学の共同研究者に会う機会をいただき、彼らの修士論
文の研究内容や私の最近の論文について議論する時間を持つことができました。そこで
は、今まさに発展しており、将来の天文学に大きな恩恵をもたらすことが期待される新し
い機械学習技術について学ぶことができました。
EASの総会は、約 2000人の天文学者が参加するヨーロッパ最大の天文学のイベントで
す。複数のセッションが並行して行われ、全体会議も毎日行われました。
月曜日には「化学的に特異な星の秘密を解き明かす」という特別セッションに参加しま
した。このセッションでは、星表面の豊富なパターンやスポットを示す、化学的に特異な
星について取り上げられました。Ap/Bp星として知られるいくつかの化学的に特異な星
の種族は、強力な磁場を持っていることでも知られています。
全体会議では、Isabell Baraffe 教授の講演に強い印象を受けました。そこでは、恒星の
振動に関する研究が、恒星の内部特性を推定するための強力な手法であることを示されて
いました。古典的なヘルツシュプルング・ラッセル図は、今では洗練された 3Dモデルが
考案されており、これらはさまざまな質量と恒星進化段階を説明するものと考えられてい
ます。
火曜日と水曜日には、私は「恒星相互作用：接触連星と共通エンベロープ進化」とい
うシンポジウムに参加し、講演を行いました。この講演は、最近発表した Keszthelyiら
（2021年）の論文に基づいたものです。このシンポジウムでは、X線連星、恒星合体、重
力波源、高輝度赤色新星、超新星、ガンマ線バースト、および 3重連星および高次の多重
星系など、さまざまな天体に関連する興味深い講演と議論が行われました。
木曜日と金曜日には、「恒星の変動から恒星の構造と進化へ」というシンポジウムに参
加し、招待講演者として発表しました。私は「新世代の恒星構造と進化モデル」と題した
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概説を行い、図 1に示すようなKeszthelyiら（2022年）およびKeszthelyi（2023年）の
最近の研究についても簡単に議論しました。
また上記に加えて、週の間にConny Aerts教授、Alex de Koter教授、Lex Kaper教授
とともに、MPAガルヒンゲン、ESOチリのポスドク研究者、アムステルダム大学、バー
ミンガム大学、IACテネリフェ、クルーセン大学の大学院生や多くの研究員と議論する機
会を持つことができました。これらは、私にとって非常に有意義なものであり、全体を通
して生産的な 1週間となりました。ありがとうございました。

図 1: 左: 星の形成からコンパクト天体への磁場の進化を示す模式図で、1から 5までの
フェーズが示されています（Keszthelyi 2023より）。黒線は磁力線を示し、恒星周囲の色
は放射領域（青）と対流領域（黄色と赤）を示しています。 右: 恒星進化モデルと τ Sco

星の観測可能な特性（表面の窒素豊度と自転周期）との比較図（Keszthelyi et al. 2021よ
り）。色分けは恒星の年齢を示しています。
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図 2: 左: シンポジウム 11におけるプレゼンテーションを行いました。 右: シンポジウ
ム 5におけるプレゼンテーションを行いました。

図 3: オンラインプラットフォームを通じてプレゼンテーションをライブでご覧いただけ
ました。
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